
後志圏域地域医療構想調整会議設置要領

（設置）
第１条 地域医療構想を策定する区域（医療法第30条の４第２項第７号の規定により定
める区域のこと。以下「構想区域」という。）において、関係者との連携を図りつつ、
将来の病床数の必要量を達成するための方策その他地域医療構想の達成を推進するた
めに必要な協議を行うため、医療法第30条の14第１項に定める「協議の場」として、
後志圏域地域医療構想調整会議（以下「調整会議」という。）を設置する。

（所掌事項）
第２条 調整会議は、構想区域内における次の事項について協議する。
(１) 病院・有床診療所が担うべき病床機能に関する事項
(２) 病床機能報告制度による情報等の共有に関する事項
(３) 北海道計画（地域医療介護総合確保基金の年度ごとの事業計画）に盛り込む事業
に関する事項

(４) その他の地域医療構想の達成の推進に関する事項

（組織）
第３条 調整会議は、次に掲げる者又は団体に所属する者から、後志総合振興局長が委
嘱した委員で組織する。
(１) 学識経験者
(２) 医療関係団体
(３) 医療保険者
(４) 市町村
(５) 医療を受ける立場にある者
(６) その他必要と認められる者

（委員の任期）
第４条 委員の任期は２年とする。ただし、任期途中で退任した委員の後任者の任期は、
前任者の残任期間とする。
２ 委員は、再任されることができる。

（議長及び副議長）
第５条 調整会議に、議長及び副議長を置く。
２ 議長及び副議長は、委員が互選した者をもって充てる。
３ 議長は、調整会議を代表し、会務を総理する。
４ 議長に事故があるときのほか、議事の内容により議長に重大な利益又は不利益が
生じるおそれがあると委員の過半数が認める場合は、副議長がその職務を代理する。

（会議）
第６条 調整会議は、必要の都度議長が招集する。
２ 議長は、調整会議における協議をより効果的・効率的に進める観点から、議事等
の必要に応じて、委員の参加を制限することができるほか、委員以外の関係者の参
加を求めることができる。

（部会）
第７条 調整会議には、必要に応じ、調整会議の承認を得て、部会を置くことができる。
２ 部会に属すべき委員は、議長が指名する。
３ 部会の運営は、部会を構成する委員が協議して行う。

（庶務）
第８条 調整会議に関する庶務は、後志総合振興局保健環境部において処理する。

（その他）
第９条 この要領に定めるもののほか、調整会議の運営に関し必要な事項は、議長が調
整会議に諮って定める。
２ 調整会議は、平成２９年１月４日から起算して２年を経過するごとに、社会経済
情勢の変化や開催実績等を勘案し、調整会議設置の必要性や効率的な開催方法の見
直し等について検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。

附則
この要領は、平成２７年１０月２９日から施行する。
この要領は、平成２９年 １月 ４日から施行する。
この要領は、平成２９年１２月２０日から施行する。


